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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月5日(2015.1.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プライマリストリームおよびセカンダリストリームを備える、アップリンク（ＵＬ）多
入力多出力（ＭＩＭＯ）動作に対するトランスポートフォーマットコンビネーション制約
のための、無線受信／送信ユニット（ＷＲＴＵ）において実行される方法であって、
　プライマリストリームに適用可能な正規化残存電力マージン（ＮＲＰＭ）を計算するス
テップと、
　前記ＮＲＰＭに基づいて、前記プライマリストリームに対するサポートされる拡張トラ
ンスポートフォーマットコンビネーションインデックス（Ｅ－ＴＦＣＩ）の組を計算する
ステップと、
　前記プライマリストリームに対する前記サポートされるＥ－ＴＦＣＩの１つを選択する
ステップと、
　少なくともしきい値に基づいて、ＵＬ送信に対するランクを判定するステップと、
　前記プライマリストリームのＥ－ＴＦＣ選択の出力に基づいて、前記セカンダリストリ
ーム上のデータのビット数を判定するステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記プライマリストリーム上でスケジューリングされてないデータを送信するステップ
をさらに備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記プライマリストリームに適用可能な前記ＮＲＰＭを計算するステップは、少なくと
も１つのＥ－ＴＦＣＩに対する合計ＮＲＰＭを計算し、および、前記合計ＮＲＰＭの半分
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を前記プライマリストリームに適用するステップを備えていることを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項４】
　前記プライマリストリームに適用可能な前記ＮＲＰＭを計算するステップは、
　ＮＲＰＭtot,j＝（ＰＭａｘj－ＰDPCCH,target－ＰS-DPCCH,target－ＰDPDCH－ＰHS-DP

CCH－ＰE-DPCCH,j－ＰS-E-DPCCH,j）／ＰDPCCH,target

　を計算するステップであって、
　ＮＲＰＭtot,jは、前記合計正規化残存電力マージンであり、
　ＰＭａｘjは、許容される最大電力であり、
　ＰDPCCH,targetは、推定された個別物理制御チャネル（ＤＰＣＣＨ）電力ターゲットで
あり、
　ＰS-DPCCH,targetは、推定されたセカンダリ（Ｓ）－ＤＰＣＣＨ電力ターゲットであり
、
　ＰDPDCHは、ＤＰＤＣＨの電力であり、
　ＰHS-DPCCHは、高速（ＨＳ）ＤＰＣＣＨの電力であり、
　ＰE-DPCCH,jは、前記プライマリストリーム上のＥ－ＴＦＣＩ　ｊに対するＥ－ＤＰＣ
ＣＨの電力であり、および
　ＰS-E-DPCCH,jは、前記プライマリストリーム上のＥ－ＴＦＣＩ　ｊに対する前記セカ
ンダリストリームのＥ－ＤＰＣＣＨ（Ｓ－ＤＰＣＣＨ）の電力である、ステップと、
　ＮＲＰＭtot,jの半分を前記プライマリストリームに適用するステップと
　を備えていることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記しきい値は、前記セカンダリストリーム上で送信することができるビット数を備え
ていることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記しきい値は、サービンググラントにしたがって、前記セカンダリストリーム上で送
信することができるビット数を備えていることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ランクを判定するステップは、セカンダリ電力オフセットにさらに基づいているこ
とを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　最高優先度の空でない論理チャネルに関連付けられたＨＡＲＱオフセットを使用して、
前記セカンダリストリーム上で送信することができる前記ビット数を計算するステップを
さらに備えたことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　ＲＲＣシグナリングを介して前記しきい値を受信するステップをさらに備えたことを特
徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＷＲＴＵは、前記セカンダリストリームに対するＥ－ＴＦＣ選択を実行しないこと
を特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項１１】
　前記セカンダリストリーム上のデータの前記ビット数を判定するステップは、前記プラ
イマリストリームの電力とオフセットとに基づいていることを特徴とする請求項１に記載
の方法。
【請求項１２】
　前記セカンダリストリーム上のデータの前記ビット数を判定するステップは、Ｎｏｄｅ
ＢによりシグナリングされたΔＭＩＭＯにさらに基づいていることを特徴とする請求項１
１に記載の方法。
【請求項１３】
　送信機と、
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　受信機と、
　　プライマリストリームに適用可能な正規化残存電力マージン（ＮＲＰＭ）を計算し、
　　前記ＮＲＰＭに基づいて、前記プライマリストリームに対するサポートされる拡張ト
ランスポートフォーマットコンビネーションインデックス（Ｅ－ＴＦＣＩ）のセットを計
算し、
　　少なくともしきい値に基づいて、ＵＬ送信に対するランクを判定し、および
　　前記プライマリストリームのＥ－ＴＦＣ選択の出力に基づいて、セカンダリストリー
ム上のデータのビット数を判定する、
　ことによって、前記プライマリストリームおよび前記セカンダリストリームを備えるア
ップリンク（ＵＬ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）動作に対するトランスポートフォーマット
コンビネーション選択を実行するように構成されたプロセッサと
　を備えたことを特徴とする無線受信／送信ユニット（ＷＲＴＵ）。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、前記送信機に対し、前記プライマリストリーム上でスケジューリン
グされてないデータのみを送信させるようにさらに構成されていることを特徴とする請求
項１３に記載のＷＲＴＵ。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、少なくとも１つのＥ－ＴＦＣＩに対する合計ＮＲＰＭを計算し、お
よび前記合計ＮＲＰＭの半分を前記プライマリストリームに適用することによって、前記
プライマリストリームに適用可能な前記ＮＲＰＭを計算するようにさらに構成されている
ことを特徴とする請求項１３に記載のＷＲＴＵ。
【請求項１６】
　前記プロセッサは、
　ＮＲＰＭtot,j＝０．５＊（ＰＭａｘj－ＰDPCCH,target－ＰS-DPCCH,target－ＰDPDCH

－ＰHS-DPCCH－ＰE-DPCCH,j－ＰS-E-DPCCH,j）／ＰDPCCH,target

　を計算することにより、前記プライマリストリームに適用可能な前記ＮＲＰＭを計算し
、
　ＮＲＰＭtot,jは、前記合計正規化残存電力マージンであり、
　ＰＭａｘjは、許容される最大電力であり、
　ＰDPCCH,targetは、推定された個別物理制御チャネル（ＤＰＣＣＨ）電力ターゲットで
あり、
　ＰS-DPCCH,targetは、推定されたセカンダリ（Ｓ）－ＤＰＣＣＨ電力ターゲットであり
、
　ＰDPDCHは、ＤＰＤＣＨの電力であり、
　ＰHS-DPCCHは、高速（ＨＳ）ＤＰＣＣＨの電力であり、
　ＰE-DPCCH,jは、前記プライマリストリーム上のＥ－ＴＦＣＩ　ｊに対するＥ－ＤＰＣ
ＣＨの電力であり、および、
　ＰS-E-DPCCH,jは、前記プライマリストリーム上のＥ－ＴＦＣＩ　ｊに対する前記セカ
ンダリストリームのＥ－ＤＰＣＣＨ（Ｓ－ＤＰＣＣＨ）の電力であり、ならびに、
　ＮＲＰＭtot,jの半分を前記プライマリストリームに適用する
　ようにさらに構成されていることを特徴とする請求項１３に記載のＷＲＴＵ。
【請求項１７】
　前記しきい値は、前記セカンダリストリーム上で送信することができるビット数を備え
ていることを特徴とする請求項１３に記載のＷＲＴＵ。
【請求項１８】
　前記しきい値は、サービンググラントにしたがって、前記セカンダリストリーム上で送
信することができるビット数を備えていることを特徴とする請求項１７に記載のＷＲＴＵ
。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、セカンダリ電力オフセットにさらに基づいて前記ランクを判定する
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ように構成されていることを特徴とする請求項１７に記載のＷＲＴＵ。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、最高優先度の空でない論理チャネルに関連付けられたＨＡＲＱオフ
セットを使用して、前記セカンダリストリーム上で送信することができる前記ビット数を
計算するようにさらに構成されていることを特徴とする請求項１７に記載のＷＲＴＵ。
【請求項２１】
　前記ＷＲＴＵは、ＲＲＣシグナリングを介して前記しきい値を受信することを特徴とす
る請求項１７に記載のＷＲＴＵ。
【請求項２２】
　前記ＷＲＴＵは、前記セカンダリストリームに対するＥ－ＴＦＣ制約を実行しないこと
を特徴とする請求項１７に記載のＷＲＴＵ。
【請求項２３】
　前記プロセッサは、前記プライマリストリームの電力とオフセットとに基づいて、前記
セカンダリストリーム上のデータの前記ビット数を判定するようにさらに構成されている
ことを特徴とする請求項１３に記載のＷＲＴＵ。
【請求項２４】
　前記プロセッサは、ＮｏｄｅＢによりシグナリングされたΔＭＩＭＯにさらに基づいて
、前記セカンダリストリーム上のデータの前記ビット数を判定するようにさらに構成され
ていることを特徴とする請求項２３に記載のＷＲＴＵ。
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